
 

 

2021年 7月 15日 

U.S.M.Holdings、経済産業省より「DX認定事業者」に選定 

 

ユナイテッド・スーパーマーケット・ホールディングス株式会社(本社：東京都千代田区、代表取締役 

社長：藤田 元宏 以下、U.S.M.H)は、2021 年 7 月 1 日に経済産業省が定める DX 認定制度に基づく

「DX認定事業者」に選定されましたので、お知らせいたします。 

自社開発のスマートフォン決済サービス「Scan&Go」をはじめとする、第２次中期経営計画に基づいた

デジタル施策、およびその開発を支える推進体制の整備が経済産業省の認定基準を満たしていること、

また適切な情報開示を行っていることなどから、本認定の取得に至りました。 

 

 

＜当社における DX認定取得のポイント＞ 

当社は、2020 年度を初年度とする３ヵ年の第２次中期経営計画を策定し、「デジタルを基盤とした  

構造改革を推進し、次代の礎を築く」、「「あらゆる人に食を届ける」をめざして、協働と創発をくりかえす」

ことを宣言しました。 

また、計画の実現に向け４つの改革である「デジタル改革」、「コスト改革」、「フォーマット改革」、  

「ワークスタイル改革」を定めるとともに、これを支える組織体制の構築も行いました。※１ 

2020 年 11 月に当社グループの DX 方針を定めた「U.S.M.H DX 方針書 2024」を策定し、その中で

2024年度におけるデジタル事業の数値目標を約 220億円と設定しました。この計画に基づき 2020年度

より、自社開発の「Ignica（イグニカ）」※２ ブランドによる「Scan&Go」、「Online Delivery」、「デジタル   

サイネージ」、「セルフ POS システム」などのデジタル施策を店舗へ本格導入し、既存ビジネスの変革、

およびお客さまの新たな購買体験の創造を図りました。 

2021年 7月 1日現在、グループ内で「Scan&Go」を 494店舗、「Online Delivery」を 33店舗、「デジタル

サイネージ」を 88 店舗導入と、利用・体験可能店舗を拡大してまいりました。さらに、従来の SM 事業の

枠を越え、自社開発のデジタルサービスを他社へ販売、展開する新しい事業モデルの構築(RaaS 化：

Retail as a Service)も推進しております。 

 



 

 

今後も「新たな購買体験の創造」を軸にお客さまの利便性向上を図るとともに、デジタル技術の活用

による働きやすい環境の構築を推進するなど、お客さまや従業員を含むすべてのステークホルダーに 

対して、新たな価値を提供してまいります。 

 

(注釈) 

※１:：組織変更および人事異動に関するお知らせ(2020年 2月 25日当社リリース) 

https://www.usmh.co.jp/wp-content/uploads/2020/02/us_20200225_161_2.pdf 

※２：当社デジタルブランド「Ignica（イグニカ）」HP 

    https://ignica.com/ 

 

＜DX認定制度について＞ 

DX 認定制度は、「情報処理の促進に関する法律」に基づき、経営とシステムのガバナンス状況の  

優良な企業を国が認定し、日本全体の「DX」を促進することを目的とした認定制度です。デジタル技術に

よる社会変革を踏まえて経営者に求められる対応をまとめた「デジタルガバナンス・コード」の基本的 

事項に対応し、DX推進の準備が整っている(DX-Ready)事業者を経済産業省が認定します。 

2021年 7月 1日現在で 141社が DX認定事業者に選定されています。 

※情報処理推進機構（IPA）の DX認定に関するサイト 

  DX認定制度 Web申請受付開始のご案内：IPA 独立行政法人 情報処理推進機構 

https://www.ipa.go.jp/ikc/info/dxcp.html 

 

＜お問い合わせ先＞ 

DX認定について ： デジタル本部 デジタル企画  担当 郡司(ぐんじ) TEL：03-3526-4773 

リリースについて ： 管理本部  広報 IR        担当 樋垣(ひがき) TEL：03-3526-4769 

以上 
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